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生徒や保護者、地域社会との
信頼関係を築き上げるために

明けましておめでとうございます。本年もよろしくお願い致します。
漢字１文字で一年の世相を表す恒例の「平成２６年の漢字」は「税」が選ばれましたが、皆さんの

予想は当たったでしょうか。嘘や熱、雪を予想した人が多かったのではないでしょうか。
消費税が８％となり家計の負担が増加したことや、税金の使い方を決める国会議員や県議会議

員らによる「政治と金」の問題が頻繁に取り沙汰されたことが理由のようです。
ある市役所のホームページに、「税」の語源に関する説明書きがありましたので、紹介します。
偏のつくりは「禾（のぎ）偏」、「禾」とは、５円玉のデザインにあるような、稲の穂に実がついている

状態、これを「禾」と言います。右の字は、「よろこぶ」という字「悦」の「りっしん偏」を取った「兌」で
す。ですから、直訳すると、「実りの悦び」となります。１年の努力、労苦の結晶である「実り」を持ち寄
って、その悦びを皆で分かち合う、これが「税」というものです。今は、厳しい・重い・苦しいのイメージ
が強いですが、本年こそ、実りを持ち寄って悦び合う「本来の意味」になることを祈りたいです。
本校も原点に立ち返り、教職員の心を一つにして、本来の教育目標が達成できるように取り組む所存です。
今後とも、心温まる御協力と適切な御支援をお願い致します。

平成２６年12月24日（水）の第二学期終業式で、各学年の代表者から、力強
い決意と抱負が述べられました。その一部を紹介します。

髙田 萌華さん 三学期には、１年生でのメインイベント「スキー教室」が待っています。今、私は実行委員としてス
１年３組 キー教室をより良くするため、そして大成功を収めるために、日々努力をしていますが、１年生も残

り３か月となります。後期の学級員としても、悔いの残らないよう責任を持って全力で取り組み、学級
及び学年が、２学期よりさらにレベルアップした３学期にします。 新しい年に向けて･････

井上 千聡さん 私たち２年生は、最高学年となる前に、生活態度を見つめ直したいと思います。チャイム着席や
２年３組 忘れ物がおろそかになっているようなので、細かいことこそ注意を払っていきたいです。また、学校

を引っ張る意識を抱き、文武両道へ積極的に励んでいきたいと思います。一人ひとりが「志高の言
葉」で宣言したことを胸に、それぞれが全力で頑張る３学期にしたいです。

原 由季さん 受験生という意識が強くなり、１学期から大きく変化したことがあります。それは休み時間などが
３年３組 教え合う時間になったことです。教え合いは、教わっている人はもちろん、教えている人も、その問

題への関心が深まります。皆と協力し、貴重な時間を有効に使い合うことで、お互いの知識を高
め、高校受験という岐路を乗り越えて行こうと思います。そして、第一志望校に合格し、笑顔で卒業
するために、今何をすべきなのかを考え、１秒１秒を大切に過ごして行きます。

平成２６年１２
月１７日（水）の５・６時間目を使って、２年生が「クラス志高式」を
各学級で開催しました。この「志高式」は、今年度から本格的に
取り組んだ儀式で、１年生の「入学式」や３年生の「卒業式」に匹
敵する大事な学校行事です。
２年生は、進路指導・キャリア教育の一環として取り組んだ「社

会体験チャレンジ事業」や「上級学校訪問」を経て、生徒一人一
人が、自己を見つめ、将来への生き方について、志高く、夢や
決意を級友の前で力強く語りました。
平成２７年１月１５日（木）には、第１回「志高式」を開催します。

ぜひ、感謝と自信、そして誇りに満ちあふれた
生徒代表の勇姿を楽しみに、御来場ください。
お待ちしております。

「二学期を振り返って」
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立葵の花言葉
「大きな志」

２年生が志高く、夢を･･････

【井上千聡さんの言葉】
２年生にとって大きな行事「志高式」がありまし

た。その式で発表する「志高の言葉」を作成する
上で私が考えたことは、今までの自分の生活で
す。その体験から学んだことは「一生懸命という
日々の積み重ねがあるからこそ、本番で花開
き、忙しさが楽しさに変わる」ということです。

校訓「独立自尊」－自ら考え、誇りを持って行動し、明日の未来を切り拓く

【かんた君の勉強法（多岐亡羊）】

来年は「羊年」ですので、羊に因んだ四字熟
語を紹介します。
それは、「多岐亡羊（たきぼうよう）」です。多

（た）とは多い、岐（き）とは、分かれ道を意味しま
す。亡（ぼう）は失う、羊（よう）は羊です。分かれ
道が多すぎて、逃げた羊を見失うという意味か
ら、いくつもの方針があるために、どれを選ぶべ
きかを迷ってしまい、本質を見失ってしまうことで
す。この四字熟語が意図するイメージを拡げる
ために、３年２組の「紺野愛香」さんに、４コマ・マ
ンガを描いていただきました。
かんた君は、今日から「勉強を頑張るぞ」と、

一大決心をし、参考書や問題集をたくさん買い
込んできました。あれもこれもと、数々の参考書
や問題集に取り組みますが、やることがたくさん
あって、途中でパニックを起こします。
そして、試験の当日を迎えました。問題を解くのですが、勉強したことがなかなか浮かんで来ません。まさに、「多岐

亡羊」の状態です。「多岐亡羊」に陥らないようにするためには、「自分が、しなければいけないことは何なのか、自分
にしか出来ないことは何であるか」を見極め、１日、１週間、１ヶ月のワークプランをしっかりと立て、自分は、何が出来
るようになったかを評価し、見えるようにしていくことです。頑張りましょう。
結びに、３年生、いよいよ、勝負を決める「年末年始」の到来です。覚悟を持って臨んでください。今月の１７日、志

高く、夢や決意を語る「志高式」の中で、多くの２年生が、座右の銘として、こんな言葉を取り上げていました。
「継続は力なり、努力は決して裏切らない」 終わります。

〇平成２６年度「税の作文」コンクール
関東信越税理士会熊谷支部支部長賞

〇平成２６年度青少年健全育成深谷市民大会 ３年５組 根岸雄人 さん
◇中学生の主張 ３年２組 大谷 萌 さん
『本の世界から 社会をのぞく』 優良賞
◇手紙でつむぐ「ありがとう」の思い
１年２組 小林優奈 さん 最優秀賞
３年３組 金子 創 くん 優秀賞

〇第２１回小中学生俳句コンクール
◇学校賞（朝日新聞奨励賞）受賞
2年５組 竹沢陸来 くん
埼玉県芸術文化祭実行委員長賞

【平成２７年１月の行事予定】 授業日数：１６日

日 曜 主 な 学 校 行 事
８ 木 第３学期始業式 職員会議 学年会
15 木 ２年「志高式」 登校指導・アルミ缶回収（１４日）
16 金 第３回ＰＴＡ理事会・ＰＴＡ新年会
20 火 生徒朝会（給食委員会） 巡回相談（21日）
22 木 私立高校受験中心日
23 金 新入生説明会
28 水 英語研究開発委嘱発表（深谷小・文化会館）
29 木 １年「スキー教室」保護者説明会
30 金 進路検討委員会（調査書等作成委員会）
31 土 第３回ＰＴＡ資源回収

《連絡》 １月は「安心ふっかネット」強化月間です。各家庭で、
「インターネット使用のルール」についても確認してください。

第２学期終業式のことば(12/24）

冬休み中のある日

by A.Konno.

学習・文化面でも、輝きました！
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